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TTR（Travel Time Ratio）	  
■Dijst and Vidakovic (2000) 
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Ta
：Travel time（活動場所までの旅⾏行行時間） 

：Activity duration（活動時間） € 

(0 < τ <1)

・TTRが⼤大きい＝活動時間に⽐比して旅⾏行行時間が⼤大きい 
・TTRが⼩小さい＝活動時間に⽐比して旅⾏行行時間が⼩小さい 



Journey type	  
・B(Base location) 
 　：Home or Work 

・活動場所が2つ以上存在する
場合は、活動時間に応じて旅
⾏行行時間を配分する（type 2） 

・H-Wの間に活動場所が存在
する場合は、総旅⾏行行時間から
純粋な通勤（or帰宅宅）時間を
除いた分を旅⾏行行時間（Travel-
time）とする（type4） 



Activity type and TTR	  

・基本的に義務的活動の⽅方がTTRが⼩小さい 
・work/educationは標準偏差が⼤大きく、時間や距離離以外にも場所を選択す
るための要因が多数存在する。 



Journey type and TTR	  

・Case1,2のWorkベース（昼休み等）、Case4,5のh-wタイプ（朝の通勤 
 　時間）は活動時間に余裕がなくTTRが⼤大きい。 
→標準偏差も⼩小さく、個⼈人間で似たような⾏行行動が取られている。 



要因分析（重回帰分析）	  

（Journey episode) 
：活動時間帯、平⽇日/休⽇日、ベース（Home/Work）、トリップチェインの⻑⾧長さ、
交通機関… 
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（Individual) 
：性別、年年齢、学年年、就業年年数、収⼊入、⼀一⽇日の活動場所数… 

€ 
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（Household) 
：家族構成、世帯収⼊入、⼦子供の有無、⾞車車の利利⽤用可能性、⼀一⽇日の活動場所/活動数… 
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（Spatial context) 
：⼟土地利利⽤用特性、都市化レベル、地域のアクセス指数… 
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yijkl ：TTR 

€ 

e0ijkl ,u0 jkl ,v0kl , f0l ：確率率率項 
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